
17 草 (6 毘

………《…一…一……
は県華藍・消防，自衛隊・米陸海軍宮・東海大学・京浜女子大量主笛霊堂など。 ま

た、ミス七夕には松竹女優の?:ë渉がナナんでいまナe 昨年の15潟年七夕で、

スランプ嵐を吹宮とばした七夕まつりは、その余勢をかつて、ことしも前景

気は十分、天候にたたられない線り、最終の日羅臼まで人出はしりよりに上

昇ナると溺係者はふんでいまナ。お宅でも七夕の準嬬脅ぜひ。

保口刀パンE告が連続特至曹を続けてきた竹節。コンクーJvt立、ことしも審査察

哀が決定、 8 月 25日を鶏店主として参加受付中、申し込みは市役所税務部市民

税諜内竹節む審査班あ C。ことしの上位はどこへいくか、これも話題になっ

ていまナ。

ことしも、平塚七夕まつむの関著書がせまりました。会期は 7 月 6 日から10B

まで、最終日に白磁を記した 5 臼簡でナ。ことしから採用ナることにしたキ

ャッチフレーズ「日本ーの竹節官 J を隠J !:l 込んだ30∞枚のポスターの発送も

終 D、い法、あいついで七夕行事がきまりつつあり、各商店ぜも竹節りの完

成をいそいでいまナ。決定をみた行事のなかには店本テレピ公開録蕗ートエ

ーのアベック歌合戦、同去っくりショウ、日本放送公瀦録音フォークソング
セブンをはじめ、潟東東北民認お窮めぐり、ドレスメーキング七タファッシ

ョンショウ、高校吹奏楽演奏会、小学館提供こども演芸会、七夕まつり自動

車ショウなど魅力約なものがズラリ。連沼市中をパレードナるプラスパンド

一一…一一一一一一一
童書 5ß室生存者叙紛で

勧告等笠置童護老若瀦られた

田きみさん

寵智松そぞ霊手話言宗 2 吉宅手雪謀議ま震量 E 室そ完号室霊安王室宅 2 モ慰金干害警志望去をふ註
霊長翼民事長時計雲与害時記室時間守告書案持者 1 長 ;5 宅 322225T
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議議謬努懇接移譲符 蕩錬 芝務支孝子 ，~ --- '" 

zifiii;fii;;iiii 町議機 (iij!;;!iiii!!?;iii;i誌
知事主主話相官EZ 室長 J 手品尚詰込き瓦み五吉正与ん?てで一;三\

義詰雪考駅ミ z持寺 3詐号受七iz司i i註霊主討3z;2持語 Z日:そ g z2説Z;誌喜喜私譲 j辻量草;口E:技雲主詩i?i誌;;詰;g弘i2持? 
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f 奇心耳童話言語道 2 き t~ 早急 555655td; れま合室長室言語 ZS525 支署長認豪雪

今
月
8

ペ
ー
ジ



(2) 

公
職
選
準
法
の
敬
蕊
に
よ
っ
て
、
今
年
度
以
後
「
永
久
選
挙
人
名
簿
制
度
」
を
採
用
ナ
る
こ
と
に

な
E

、
こ
の
た
め
例
年
よ
り
一
一
一
か
汚
皐
く
、
全
市
民
を
対
象
と
ナ
る
住
民
実
誠
一
調
査
を
行
な

5
こ
と

に
な
む
ま
し
た
。ζ
の
議
査
は
国
勢
認
査
な
み
の
絡
撲
を
も
ち
、
六
月
二
十
円
現
在
で
会
爾
}
斉
に

実
施
さ
れ
る
も
の
。
ち
か
く
調
演
扇
が
参
上
し
ま
ナ
。
調
査
も
れ
の
な
い
よ
う
み
な
さ
ん
も
と
く
に

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
完
成
は
m間
十
一
一
一
年
の
一
袋

磁
階
建
の
マ
ン
モ
ス
田
町

第 176 号〈第 3 種郵便物認可〉

E宅"川

一ツ

一毎月 2 回一

草月 l立第2月額と第4月綴震
は舟27S) 13狩から 16罪寺

まで見附治部驚館<t.・・歪罷動

のできる服装で参加し好み

のスポーツと濃度の運動を

あなたも。

別刷問!!IL''fお

ag 和必年 5 月 15

一
一
一
一
周
一
七

0
0
)

務
室
あ
て
、
六
月
一

七
夕
ま
つ
り
実
行
委
園
閥
会
守
、
竹
節

り
コ
ン
ク
ー
ル
の
#
吾
郎
申
し
込
み
を
受

け
付
け
中
、
次
の
同
盟
領
で
多
数
ど
一
番
加

く
だ
さ
い
。

開
醐
審
制
山
部
門
領
①
余
市
コ
ン
ク
ー
ル
の

部
(
申
込
露
上
部
が
赤
)
、
m
w地
区

別
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
〈
策
)
③
一
般

家
諒
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
〈
黒
・
・
幼
穫

関
・
保
育
所
を
苛
む
)
、
③
官
会
庁

コ
ン
ク
ー
ル
の
部
〈
茶
・
小
e

中
学

校
を
肯
む
〉
、
⑤
濁
店
図
体
コ
ン
ク

ー
ル
の
部
〈
み
どD
〉
、
⑤
凌
最
コ

ン
ク
ー
ル
の
部
(
禅
問
)
。

畿
申
し
込
み
方
法
台
所
定
の
用
紙
に
よ

っ
て
七
夕
ま
つ
り
実
行
議
事
務
関
竹
飯
D

審
査
研
地
(
平
家
新
宿
一
六
八
平

塚
市
役
所
税
務
部
市
民
税
制
問
内
、
埼

平塚市は安全都市を宝宣言し篠月 12 関を宇野箆安念の践と
主主めました。教育委員会体育課f主主みよく男J3るく
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には統制令

(第 3 種郵便物認可〉昭和 41 年高月 15 詞

;15j!ijjrii:;!!;jij 平
Z24 主 2P222g 民主主:語13長信詰:
日号待問主義 5 555 貯蓄許長室長 t f 言語詩

22iiii語一二-J f!iii;ii 警警る

間三i25 欝議襲撃J 平日言語 X 'õ 詰
長年苦闘盤機材;2153

離襲警警欝糊警を喜重量禁今 器室

i!iiiiii 播鱗，甲骨 hjz詰韓鱗宵巧51伴!
lil!?ii鱒輪開jH551
i元山本響懇話iii;!ii

ぞー言宗そ考委 h 轟轟轟轟麟 1,- 宅量重品喜弓霊童こ

;22ii?itr一円iii;2
3ZH 五 fg 伝達する市長 言おき S2

111!i:;ji i i;i i11;;:iii i!ijiﾗ 
豆急車道勢詰合弓宅雲主 君主';響ミ」雪之言民主 J 弓重量

iii?iii iiiii!?15iiiiiii 

(3) 

部
長
加
藤
一
太
郎

傑作
E題期罪事. 7 月 6 自 -10日/撮影会7 月 9 日午後 l 時一

5 時(ミス杏〈ら多数一雨天のときは 7 月 10 日}

襖作品。第 1 部白黒混 γ切、 lil2 罰M;;-プザシ

トカピネ以上、第 3 部カヲースライド、第 4 部

書ミザシネ (60m 穏度) 怒応募. 8 丹 20 詩

までに県下カメラ務協同組合加琵店か平

塚市役所内七夕まつ号事務局あて(害〈

ι フィルム a さ〈 ι カラ-.吉野使用の

のこと J 騎発要望. 9 月上旬錨人通知/

推薦賞金15000 内ほか賞多数，

151 



七
月
一
日
か
ら
は
全
国
事
業
所
統
計
調
盗
も
行

な
わ
れ
る
。
事
務
所
・
工
場
ド
蕗
店
・
飲
食
践

校
溜
銘
を
は
止
め
、
学
校
e

鼎
明
院
・
神
社a
仏

醐
聞
な
ど
も
広
〈
調
査
の
対
象
に
な
る
。
経
済
政

策
・
地
域
開
発
計
顕
・
都
市
計
一
路
な
ど
の
資
料

を
得
る
も
の
・3
あ
わ
せ
て
ど
協
力
を
。

(4) 

男
性
が

人
も
多
い

第 176 号

総
務
部
庶
務
課
は
、
作
年
i
T月
一
日
で
行
な
わ
れ
た
渇
十

年
間
関
融
持
論
蜜

4官
、
平
塚
市
独
自
の
立
場
で
集
計
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
爵
資
結
果
速
報
と
し
て
、
そ
の
時
製
品
官
発

表
し
ま
し
た
。
昨
年
の
第
十
回
国
勢
総
査
に
は
、
市
内
で
六

百
一
平
七
人
の
調
査
員
を
動
籍
、
〕
一
一
万
一
一
千
七
百
七
十
一
散

稿
、
す
一
一
一
一
点
間
平
九
宵
一
一
一
十
一
人
の
市
民
に
つ
い
て
築
時
国
競

査
を
終
了
、
好
成
綴
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
祭
、
都
市
態

安
部
ナ
人
口
構
成
を
は
じ
め
、
労
働
人
口
の
潟
入
の
実
態
、

産
業
時
造
の
変
容
、
人
口
の
柏
崎
医
別
分
布
の
状
回
山
本
ど
、
行

政
資
制
科
と
し
て
も
い
く
つ
か
の
貿
讃
な
奨
癒
を
と
ら
え
る
こ

と
がE
き
ま
し
た
。

3 

(第 3 種郵便物認可)ag 和 41 年 5 月 15 臼

40年思議による・自T刻字JlIJ人口

あをたの間体も登録しませんか。

青少年諜で、
めています，
体運営やレタワーンョン指導のIi
か用具茸 L出しをどできる銀守の
便宜をはか 1) ます。

7 月 1 日現在で、会留の瀦店務主主を対象とする第 S
翻沼の海業統計調査が行なわれる。この毅査の総主義
l主題および県の罪事業政策資料として活用される。
知事の任命誌をもった調査が参上するのでご協力を…
調査系はありのま当を、秘密は厳守寄れる。

車7 月 1 自



悶ーブ 1 /.ド/レインジャー

↑市庁舎 4 臣室、池上12存 5メート Jレの!!1!問iこ、あざやかな

妙技を展開するレインジャー獄鎚。

任
務
は
人
命
救
助

消
防
本
部
は
五
万
七
店
、
市
庁
舎
に
口

l
ブ
を

強
p

め
ぐ
ら
し
て
、
新
設
の
消
防
特
別
蚊
助
隊
ゆ

レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
技
術
を
八
ム
繍
し
ま
し
た
。
特
別
殺

助
隊
は
岩
輔
司
令
補
也
軍
隊
長
と
ナ
る
選
抜
七
人
の

消
防
士
で
編
成
、
高
層
ビ
ル
の
ル
(
災
に
あ
た
っ
て

口
1

プ
一
本
に
命
を
総
じ
、
逃
げ
お
く
れ
た
人
の

救
出
に
あ
た
る
も
の
。

「
市
内
に
ピ
ル
火
災
の
一
経
験
は
な
い
が
、
官
問
問
閣

ル
刊
が
ナ
ナ
み
そ
の
危
倹
は
ふ
え
て
い
る
。
逃
げ
お

く
れ
た
人
は
煙
に
追
わ
れ
て
上
へ
逃
げ
る
。
レ
イ

ン
ジ
ャ
ー
は
そ
れ
者
数
出
ナ
あ
。
」
・
特
別
紋
助

滋
開
聞
は
閤
月
に
横
浜
市
の
特
別
救
助
畿
に
派
遣
さ

れ
都
練
を
受
け
ま
し
た
。
体
力
・
気
力
・
胆
力
プ

ラ
ス
技
術
が
必
要
と
い
わ
れ
、
嫁
績
は
連
日
は
げ

し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
ナ
。
「
特
別

救
助
隊
は
年
。L
も
う
一
分
臨
時
智
餐
成
常
設
と
ナ

る
ほ
か
、
装
備
の
充
実
も
は
か
つ
て
人
命
数
助
に

万
全
ぞ
観
し
た
い
。
」
・
時
代
の
要
請
に
よ
ワ
て

誕
祭
し
た
紋
助
隊
は
ま
ち
の
発
達
と
と
ゐ
に
、
ま

ナ
ま
ナ
震
い
健
命
を
に
な
う
こ
と
に
な

D

ま
ナ
@

ま

綴運転資金/設備資金/工童設構近代f己資金
/公害除去設構資金。
騒いずれも 100 万円まで/利車日歩 2銭 3 犀
/費付期間 12か月 -6帥泊月 /2 つ以上の資金
を利用する{ぎあいの限産額は2田万円。
縁起ド L込みは市役所経済部荷工課/耳託銀金重量
議総は平謙信用金患と調講信用組合。
誠以上町ほかに革小企業器用母託料補助制度
F小企業近代化資金利子事助制度を実務ゃ
っ扱い金融機関の窓口へ続きを。

車普IJ として市内に 1 忽以上事業所をもち現に
営業している中小企章者、市税を完納してい
ること a

趨欝富轟宮調融輔農場全11掛笥闇睡措置観趨

ら 12 F.lまで1
名以上特

車

41 



〈事〕

好競 高霊露
吋者投}さ堤費
手を人 i ℃出蓄
率調や} 言語
裏査愛 i よー
警 三喜

の
か
が
り
火
を

か
か
げ
る
教
部
の

(
婦
人
扇
報
社
〉
、

ミ

i
f

，

-
J
、

e
-
B
1局
、
J
J
F
F
E

第 176 号

後
の
収
集
が
な
く
な
り
ま
ナ
。

早
朝
収
集
の
開
問
は
、
朝
六
時
か

ら
十
ニ
昨
一
一
一
十
分
ま
で
で
、
葱
の
太

線
が
じ
り
じ
り
と
暑
さ
を
加
え
る
ま

4
4

通
先
に
作
業
を
ナ
ま
せ
て
し
ま
う
と
と

一
一
ふμ

に
し
て
い
ま
ナ
。
ど
と
の
お
宅
で
も

蜜
を
迎
え
て
、
清
掃
課
は
、

ζ
と
病
予
防
の
一
策
と
し
て
、
は
え
な
ど
た
め
と
、
従
事
ナ
る
清
掃
印
鑑
…
霞
の
時
間
に
間
間
に
合
う
よ
う
ご
み
を
お
出

し
も
七
・
八
月
の
一
一
か
月
間
、
ご
み
の
発
生
擦
と
な
る
と
み
を
震
の
臼
中
健
康
容
理
を
考
免

C
実
施
ナ
る
も
の
し
い
た
だ
く
た
ど
、
ど
協
力
を
お
綴

富
襲
警
行
な
い
ま
ナ
。
口
壌
に
さ
ら
ナ
こ
と
言
い
よ
う
に
ナ
る
で
、
と
れ
に
よ
っ
?
一
一
カ
語
、
午
い
し
ま
ナ

e

f第 3 種郵便物認可〉



第 176 号

福
祉
年
金
の

所
得
状
況
扇

自

麟

手
続
き
今
月
中
に

と提
麗消

費品し
γ な療い

昭和 41 年 S 月 15 臼

拾
出
刑

(7) 

器用 10 臼混在、七夕実行委発授のもの

交渉中のものもあり一部変資事れるニともある

し、

韓髄鶴轍覇

務鑓醸監護軍薄瀦盟主家覇軍凋珊m聾察官司重曹磁諸諸~::鰍護主量産実家議華麗撞理

瞳謹瞳瞳欝畿趨箆轟轟轟覇軍龍溜噛1m，謹鶴間錨語審鴻瞳長謬車記事弛輔醸輯聾鶴盤機額

舗趨盤崩翻翻踊沼言語草署撃捕縄麗翻訳量駐車i長官盟議挺藍覧謹瀦i~軍属鶴詰蓮宗叡a

i 税務部]
どのお



(8) 

私
H
F東
京
か
ら
一
嫁
し
て
き
で
二
十

年
。
こ
一
ん
注
わ
な
か
に

i

と
怒
っ
た

も
の
で
し
た
が
、
年
ど
と
に
規
制
興
し

て
、
い
ま
で
は
押
し
も
仰
ぎ
れ
も
し

な
い
都
市
と
な
り
、
東
京
の
築
家
へ

行
つ
で
も
東
京
と
平
家
と
の
分
け
へ

だ
て
は
な
く
~
む
し
ろ
発
援
を
蚤
ね

る
平
塚
市
の
方
が
な
ん
と
な
く
活
気

づ
い
て
い
る
感
じ
で
ナ
。
し
か
し
ぢ

ち
に
伎
み
よ
い
市
と
な
る
た
め
に
、

昭
和
一
一
一
十
五
年
に
針
闘
幽
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
区
画
緩
濯
を
さ
ら
に
進
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
ナ
。

私
が
居
住
ナ
る
本
時
間
地
区
を
例
に

あ
げ
ま
ナ
と
、
ま
ち
友
み
は
旧
態
依

然
、
だ
い
た
い
沼
十
一
年
度
に
完
成

ナ
る
と
い
う
当
初
の
計
画
は
、
計
溜

ど
お
り
進
展
℃
て
い
る
と
思
わ
れ
ず

こ
の
事
業
の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
ま

ナ
が
、
戦
後
ま
も
な
く
建
て
た
家
援

は
二
十
年
も
経
過
し
腐
朽
度
も
ひ
ど

く
、
家
族
構
成
の
蕗
かbも
属
議
な

場
設
採
に
迫
ら
れ
て
い
る
家
庭
が
多

く
、
今
ま
で
区
廓
務
理
を
待
っ
て
い

た
実
情
で
ナ
。
そ
れ
な
の
に
区
箇
務

壊
の
こ
の
進
麗
ぶ
D

で
は
市
民
の
協

力
司
令
だ
ん
だ
ん
う
ナ
れ
て
行
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭和 41 年草月 15 臼

亘った。また明治32年大磯陀に
女子敬業学舎が関かれると始終
これに協力し続いて明治42年別
名 C平塚市開階〉の人秋山博が
私混中郡富入学校を設立ナあと
物心局面の援勧を惜しまなかっ
た。

富代助42才明治40月 9JHこは
神奈川原会議員に当選した。ま
た大年13年推されて平塚防護に
就任し佳境を完了した。
日本が太平洋戦争に突入した
とき「この大戦争がどのような
結束をつけるであろうかJ と憂
緩に堪えぬ面持ちであったがそ
の結果を兇ずに昭和19年 1 月訪
日 79歳で残した。

夫人キヨは初期の密由党の名
士とし ζ知られた淘綾都中盤村
水島保太郎の二女tこ主主れ基密教
徒として終世主社会事業に貢献を
つづけた。

欝代勧夫妻警の惑は平塚市議根
荘厳寺穆域につづく比企家の護
地に据えられている。十字架の

下には「我は道主主目、真理主主
担、住命なり， J の翠句が深く
きざまれてい0，最後まで理想
を追求しつつけた夫妻のものと
してふさわしい奥隷減である。

上ヒ食事代効の墓

比企喜代樹立山下村〈平塚市
山下〉保徳Cl835-94) の長男
として慶応 2 年Cl886) 8 月生
れた。父の保徳は少年のヒ頁考を

裂い家計綾持のためひたナ晶屋毒
事に励んでいたが主主来好学の記告
書草く中年意を決して歯学の大家

権問諸説Cl808-:87) t'こ師事し
かたわら大磯爾伊東輔元Cl837
-1910) と交を結び句麗琢居室を
つづけ明治17年50オのとき少講
義となりつついて徳延神社等10
社の神宮と山背小学校の教邸宅皆
勤めたが居常が静かで村民の鑓
皇霊をあつめていたという。した
がってその予の喜喜代助も若いこ
ろから独特の居革路をもち人々か
ら尊敬された。

喜代助は明治12年伊東輔元の
私熱敬業学舎に学び続いて医者

専攻し平塚町東仲町に比企底践
を開業した。ついで明治33年平
塚町立平塚小学授の校医に就任
し以来昭和 8年設で勤続33年tこ

印
刷
獲
で
扱
っ
た
実
例
か
ら

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

一
一
月
の
始
め
か
ら
学
校
へ
行
く

時
一
聞
に
な
る
と
聞
が
い
た
い
と
い

っ
て
休
む
よ
う
に
な
り
、
以
後
部

に
理
由
も
な
く
学
校
へ
行
宮
ま
せ

ん
。
学
校
へ
行
け
行
け
と
い
っ
て

い
ま
す
か
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ﾗ

ﾗ

 

鳳
間
近
こ
の
よ
う
な
子
百
品

供
が
ふ
えC
い
ま
ナ
。

f
一
岡
山

研
究
所
へ
も
よ
く
み
職
務J

え
ら
れ
る
の
で
ナ
が
、
醐
鶴
田
F

お
か
あ
さ
ん
方
の
諮
し
緩
鶴
馳

を
総
合
す
る
と
、
多
く

は
威
輔
、
腹
痛
、
微
熱
窓
ど
が
み

ら
れ
、
子
供
は
こ
れ
を
口
奨
に
ナ

る
が
正
午
近
く
に
な
る
と
盛
っ
て

し
ま
っ
た
り
ナ
る
。
(
休
日
に
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
〉
設
校

拒
否
が
少
し
続
く
と
身
体
的
な
訴

え
が
な
く
な
り
て
い
ま
ナ
。
最
初

に
出
現
ナ
る
の
は
病
気
と
か
、
休

腐
と
か
逮
体
な
ど
し
ば
ら
く
休
ん

だ
あ
と
に
多
い
よ
う
で
、
幼
税
額

児
、
小
学
井
一
が
大
半
で
中
学
生

1

高
校
生
に
も
み
ら
れ
ま
ナ
。
こ
れ

は
一
種
の
恐
怖
癒
守
、
子
供
が
心

理
的
な
理
由
か
ら
学
校
へ
行
宮
た

が
ら
な
い
の
で
ナ
。
ま
た
行
け
な

こ
の
こ
と
は
道
路
に
つ
い
て
も
蓄

え
、
橋
が
降
れ
ば
水
た
ま
り
が
向
か

所
も
で
宮
、
一
時
し
の
ぎ
の
応
急
処

置
を
し
て
い
る
の
で
は
、
市
民
長
沼

の
不
園
出
と
交
遜
不
安
は
解
品
目
し
ま
せ

ん
。
当
初
の
計
画
ど
お
り
、
一
g
も

早
く
区
画
整
官
躍
を
護
活
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
ナ
。

市
へ
の
褒
裂
や
苦
情
寄
せ
ん
じ
つ

め
れ
ば
、
区
間
関
整
理
高
官
車
窓
に
や
れ

ば
解
決
が
つ
く
問
題
が
多
い
。
ど
う

か
計
画
を
机
上
プ
ラ
ン
に
終
b
せ
ず

に
、
一
白
も
阜
く
実
施
し
て
、
開
明
る

い
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
祈
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

寧
士
見
・
升
水
朗
附
子
(
主
組
問
)

高話量書模葱

け
な
い守iiii;i時五;i 環轡信芸能lii
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